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図5　節句の食のラインから日本の地域区分の試み
から四国，北九州に分布している。これらの地域では，
柏餅作りにサルトリイバラがよく利用されている。
　a2では綜が主役であるのに対して，　bでは粒綜が主
である。blは秋田，山形，福島，新潟の4県に分布し
ており，三角形の粒椋がこの4県でみ認められること
を意味する。これを囲むライソUは前凌報）のライソX
とよく一致する。
　b2はライソVで囲んだ九州西南部にあって，独特の
「アク綜」を作る。この地域は前々報nのライソx’で囲
まれた地域と一致する。
　笹団子は全体として少なく，主にb1地域のうち新
潟，福島で作られている。
　結局のところ，節句の綜類によって食文化は主ライ
ソTによって東西に分けられ，これは前々鞭）のライ
ソmとよく一致する。
4．総合して
　端午の節句の食に関する主要ライソ，柏餅の0ライ
ソ及び綜のTライソから，日本は図5のように地域区
分が可能であると考えられる。クロスする2本のライ
ソから，1～4地区に区分される。
　（1）は新潟県の大部分を含む東北・北海道地方，②は
近畿日本海側から佐渡に至る北陸地方，㈲は長野県東
部，山梨県，静岡県を含む関東地方，｛4）は愛知県以西
の西日本である。
　（1〕は柏餅を殆ど作らなく，替わりに餅が主体の地域
である。その他，粒綜がよく作られる地域（秋田，福
島，山形，新潟県）も含まれる。
　｛2｝は柏餅が殆ど作られなく，綜が主体である。餅も
かなりよく作られるe
　⑧は柏葉で包む柏餅が主体であり綜が殆ど認められ
ない。餅はよくf乍られる。
　（4）は西日本の広い地域をカパーするものであって，
主体は．サルトリイバラまたは柏葉で包む柏餅である。
綜類もよく作られるが，餅は他地域より少ない傾向で
ある。その他，九州南西部で粒綜もよく作られている。
日本の東北と南西都に飛び地的に粒綜が存在すること
に興味が持たれる。
結 び
　前報珊に引き続き，端午の節句について，その祝い
のための食にポイソトを置いて，全国的な地域性の区
分をクラスター分析法を用いて検討した。
　その結果，柏餅，餅，綜について，幾つかのライソ
を引くことができた。主要のものとして，近畿北部か
ら東北地方南部に向けて引かれるライソ及び佐渡の束
から長野県を南下して太平洋岸に至るライソの存在を
認めた。これらのライソを組み合わせて，日本を節句
の食から東北，北陸，関東，広い西日本の4地域に区
分できるものと考察した。
　なお，本研究をご支援して頂いた財団法人日本食生
活文化財団に深謝致しますe
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